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【研究成果の概要】  （ 文 字 の 大 き さ 9 ポ イ ン ト ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 ）  
 重 点 研 究 費 の助 成 を受 け て 、 3 つ の 活 動を 行っ た 。第 １ に 、「 東 日 本大 震 災 後 の 学 校安 全・学

校 保 健 と 子 ど もの 健 康を 考 え る 」を 3 人 の 講師 を 招 い て 9 月 3 日 に 実 施 し 、 40 名 を 越え る現 養

護 教 諭 、 大 学 院生 、 およ び 学 部 学 生 が参 加 し、 岩 手 県 、 宮 城県 、 福島 県 に お け る 被災 下 での 生

徒 、 教 員 の 健 康と 安 全に 関 す る 実 態 を知 り 、学 校 保 健 、 学 校安 全 に関 わ る 教 訓 、 今後 の 課題 に

つ い て 討 議 を 行っ た 。講演 の タ イ ト ル は 、「 福 島県 い わ き 市 の 高校 生 のメ ン タ ル ヘ ル スや 避 難し

た 学 校 の 事 例 につ い て 」、「 東 日 本 大 震 災を 潜 り抜 け て 」、「 東 日本 大 津波 被 災 か ら 学 校防 災 の

「 常 識 」 を 問 い直 す 」で あ っ た 。  

 こ の 震 災 フ ォー ラ ムに 前 後 し て、福 島 県 を中心 に 、3 名 の 養 護教 諭 、3 名 の 校 長 に イ ン タ ビュ

ー を 行 い 、 震 災当 時 から 振 り 返 っ て もら い 、今 回 の 震 災 で どの よ うな 体 験 を し た かを 尋 ねた 。

そ の イ ン タ ビ ュー か ら、 災 害 時 に 児 童生 徒 を引 き 渡 す こ と の問 題 性、 県 職 員 と し ての 教 員の 立

場 と 家 族 を 持 つ教 員 個人 の 立 場 の ジ レン マ 、サ テ ラ イ ト 校 とし て 間借 り や 分 散 す る学 校 の教

員・校 長・養 護 教 諭 の 立 場 の 難 し さ と やり が いの 喪 失 、転 出 した 生 徒・転 々 と す る 生 徒の 問 題 、

県 か ら の 情 報 伝達 の 悪さ 、 ば ら ば ら とな っ た学 校 の ア イ デ ンテ ィ ティ と 存 続 の 問 題、 学 校が 避

難 所 と し て 指 定さ れ るこ と か ら 起 き た現 実 の困 難 、 国 の 復 興計 画 と地 域 の 事 情 と のギ ャ ップ な

ど の 問 題 点 を 聞き 取 るこ と が で き た 。  

 こ れ ら の イ ンタ ビ ュー と 学 校 で の 参加 観 察を 踏 ま え て 、 2 つ の 高等学 校 で ア ン ケ ート 調 査を

実 施 し た 。 ま ず、 1 校 では 、 東 日 本 大 震災 に より 高 校 生 が 体 験し た 身近 な 地 域 社 会 ・生 活 環境

の 変 容 と そ の 健康 影 響を 明 ら か に す るた め の調 査 を 実 施 し た。 調 査は 、 高 校 生 （ 940 名 ）を対

象 に 自 記 式 質 問紙 で ２回 縦 断 的 に 調 査し 、 さら に １ ・ ２ 年 生（ 610 名） 対 象 に 地 域 社会 ・ 生活

環 境 の 変 容 や 影響 に つい て 自 由 記 述 によ る 調査 を 実 施 し た 。ま ず 、被 害 の パ タ ー ンは 、 本地 震

の み（ 50.3%）、地 震 と 誘発 地 震（ 16.0%）、地 震 と津 波（ 13.3%）、地 震・津波・誘 発 地 震（ 10.8%）、

地 震 ・ 津 波 ・ 原発 （ 9.6%） で あ り 、 被 害の 程 度は 、 な か っ た （ 31.2%）、 少 し あ っ た （ 58.7%）、

か な り あ っ た（ 5.6%）、非 常 に あ っ た（ 3.2%）で あ っ た 。ま た、縦 断な 比 較 の 結 果 では 、睡眠 の

問 題 、 体 調 の 問題 、 不安 や 恐 怖 に 関 する 問 題の 得 点 は 、 4 月 に 比 べて 7 月 で は 有 意 に 改 善し 、

症 状 が 軽 減 し てい る こと が 示 さ れ た 。自 由 記述 に よ る 地 域 ・家 庭 ・学 校 生 活 に お ける 被 害の 内

容 や 回 復 の 状 況に つ ても 、 質 的 分 析 を行 っ てい る 。  

 も う 、 1 校 で は 東 日本大 震 災 後 か ら 現在 ま でに 高 校 生 が 体 験し た 出来 事 と 健 康 に つい て アン

ケ ー ト 調 査 を 実施 し た。 在 籍 生 徒 676 人 に 対し て 、 被 災 状 況、 震 災を き っ か け に した 体 験や 変

化 、 ソ ー シ ャ ルサ ポ ート 、 人 々 の つ なが り 、精 神 ・ 身 体 症 状な ど を調 査 し た 。 被 害の パ ター ン

は 、 津 波 （ 3.4%）、 地 震（ 19.5%）、 原 発 (5.0%)、 津 波 ・ 地 震 （ 14.0%）、 津 波 ・ 原 発 （ 1.1%）、地

震・原発（ 19.4%）、津波・地 震・原 発（ 32.0%）、特 に な し（ 5.6%）であっ た 。被 害 の 大 きさ は 、

全 く な い（ 7.2%）、あま りな か っ た（ 38.8%）、や や大 き か っ た（ 32.1%）、非常 に 大 き か っ た（ 22.0%）

で あ り 、 約 半 数が 大 切な 人 ・ ペ ッ ト の喪 失 を経 験 し て お り 、お よ そ 4 分 の 1 が 健 康 の 悪 化 を経

験 し て い る こ とが 明 らか に な っ た 。  

 現 在 は 、 ア ンケ ー ト調 査 の 概 要 を 調査 協 力校 に フ ィ ー ド バッ ク し、 さ ら に 詳 し い分 析 を行 っ

て い る と こ ろ であ る 。  



研究成果発表方法  
 研 究 代 表 者 、研 究 分担 者 、 研 究 協 力者 の 共同 研 究 （ 朝 倉 、竹 鼻 、笹 原 、 志 村 ） とし て 「高 校

生 が 体 験 し た 東日 本 大震 災 に よ る 地 域社 会 や生 活 の 変 容 と 健康 へ の影 響 」「 東 日 本 大震 災 後、高

校 生 が 体 験 し た出 来 事と 健 康 」に 関す る 口 頭発 表 を 、 2012 年 7 月 の日 本 健 康 教 育 学会 に て口 頭

発 表 を 行 う 予 定で あ る。 ま た 、朝 倉 、 笹原 は 2012 年 8 月 に 「 Exp er i en c e  o f  t h e  3 .11  d i s a s t e r  an d  
men ta l  h e a l th  a mo n g ad o l es c en t s  i n  Fu ku sh i ma ,  Jap an」を Dis a s t e r,  so c i e t y,  an d  men t a l  h e a l th  o f  t h e  
Re se ar ch  Co mmi t t ee  4 9 ,  So c io lo g y  o f  M en t a1  He a l th  an d  I1 ln e ss ,  IS A 2 n d  F o ru m in  Bu en o s  Ai r e s に

て 発 表 す る 予 定で あ る。  
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